
紹
　
　
介

坂
本
太
郎
博
士
還
暦
記
念
会
編

　
　
日
本
古
代
史
論
集

　
東
京
大
学
名
誉
教
授
坂
本
太
郎
博
士
ば
、
去
る
昭

和
ご
工
一
ぬ
ハ
加
†
十
月
糀
迷
暦
…
を
迎
・
兄
、
一
鳳
十
七
年
一
二
月
東

京
大
学
教
授
・
史
料
編
纂
所
長
の
職
を
退
か
れ
た
。

昭
和
十
年
以
来
、
東
大
に
お
い
て
幾
多
の
俊
秀
を
育

成
さ
れ
、
か
っ
て
は
史
学
会
理
事
長
と
し
て
、
現
在

学
士
院
会
員
と
し
て
、
と
く
に
戦
後
の
歴
史
学
界
に

お
い
て
果
さ
れ
た
指
導
的
輪
留
に
つ
い
て
は
、
今
更

語
る
ま
で
も
な
い
。
宝
月
圭
吾
教
授
を
代
表
と
す
る

還
暦
記
念
会
が
、
博
論
の
専
攻
さ
れ
る
古
代
史
関
係

の
門
下
生
三
牽
二
名
の
論
稿
を
募
り
、
本
論
集
を
博

士
に
献
是
、
そ
の
還
暦
を
寿
が
れ
た
の
は
、
極
め
て

有
意
義
な
企
て
と
い
え
よ
う
。
以
下
概
収
論
文
の
要

旨
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

「
古
代
氏
姓
・
人
名
に
現
わ
れ
た
階
級
関
係
」
　
（
平

野
邦
雄
）
は
、
宝
字
元
年
の
帰
化
人
賜
姓
勅
か
ら
禺

発
し
て
、
帰
化
人
の
氏
姓
を
考
察
し
て
い
る
。

「
カ
モ
県
主
の
研
究
」
　
（
井
上
光
爽
）
は
、
下
鴨
系

図
の
兜
料
的
価
値
、
カ
モ
県
主
家
と
カ
モ
神
社
・
律

令
国
家
と
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
。

「
懸
造
㌔
伴
部
考
」
　
（
阿
部
武
彦
）
は
、
奈
良
時
代

に
お
け
る
俸
造
の
没
落
を
、
伴
部
と
大
化
前
代
の
政

治
組
織
と
の
関
達
か
ら
説
明
し
て
い
る
。

「
大
化
二
年
三
月
軍
申
の
詔
を
中
心
と
し
た
墓
制
に

つ
い
て
」
（
尾
崎
喜
左
雄
）
は
、
大
化
の
薄
葬
令
の
実
施

を
群
馬
東
の
古
墳
と
の
関
係
か
ら
解
説
し
て
い
る
。

門
大
化
の
需
品
制
に
つ
い
て
」
　
（
留
置
）
は
、
改
新

後
の
郡
司
制
の
成
立
に
つ
い
て
、
窯
初
国
造
制
と
評

制
と
が
併
存
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

「
律
令
時
代
の
地
方
政
治
」
　
（
磯
貝
正
義
）
は
、
大

化
改
新
詔
、
選
飴
屋
の
郡
領
任
用
規
定
を
考
察
、
選

叙
令
の
現
実
的
効
果
を
論
じ
て
い
る
。

「
記
注
説
偏
　
（
期
副
武
胤
）
は
、
古
講
記
の
注
を
原

古
纂
記
の
作
者
の
手
に
な
る
も
の
と
、
太
安
気
侶
に

よ
る
も
の
と
に
区
別
し
て
い
る
。

「
欽
明
馬
齢
十
王
年
仏
教
渡
来
説
の
成
立
」
　
（
益
田

宗
）
は
、
仏
教
渡
来
が
書
紀
で
欽
明
十
三
年
と
さ
れ
た

理
由
を
、
書
紀
編
者
の
立
場
と
関
連
づ
け
て
い
る
。

「
孝
徳
紀
の
史
料
学
的
研
究
」
　
（
家
永
薫
郎
）
は
、

孝
徳
紀
を
原
史
料
に
よ
り
信
頼
で
き
る
部
分
と
、
編

者
の
作
文
に
よ
る
部
分
と
に
分
っ
て
い
る
。

「
俘
吉
連
博
徳
書
置
」
　
（
北
村
文
治
）
は
、
同
書
を

持
統
朝
に
お
い
て
博
徳
が
官
人
考
選
を
二
輪
と
し
て

述
作
し
た
私
的
記
録
と
し
て
い
る
。

「
日
本
書
紀
考
証
三
題
」
　
（
青
木
和
夫
）
は
、
畷
日

野
（
天
智
紀
）
厨
妃
子
女
（
天
武
紀
）
撰
善
言
司
（
持

統
紀
）
に
つ
い
て
の
考
証
で
あ
る
。

「
小
野
妹
子
法
華
経
将
来
説
話
に
つ
い
て
」
（
飯
照
瑞

穂
）
は
、
奈
良
末
期
に
成
立
し
た
隅
説
話
の
性
格
・

内
容
・
作
者
を
考
察
し
て
い
る
。
喰

「
大
化
改
薪
と
仏
教
に
つ
い
て
の
二
、
三
の
問
題
」

（
仲
野
浩
）
は
、
大
化
元
年
八
月
発
3
5
の
詔
を
検
討
、

政
府
の
寺
院
・
僧
尼
に
対
す
る
規
働
を
論
じ
て
い
る
。

「
光
明
学
寮
政
経
五
月
一
日
経
の
書
写
に
つ
い
て
」

（
皆
川
完
一
）
は
、
正
倉
院
交
書
の
断
簡
を
整
理
、

同
経
の
書
写
状
況
を
鯛
ら
か
に
し
て
い
る
。

「
泰
澄
和
尚
伝
説
考
」
　
（
下
出
積
与
）
は
、
泰
澄
和

凝
望
の
内
容
を
平
安
中
期
以
後
の
も
の
と
し
、
懸
紐

を
官
府
的
仏
教
と
無
関
係
な
斑
聞
呪
術
者
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
上
巻
）

「
律
令
宮
人
の
序
列
」
（
黛
弘
道
）
は
、
公
式
令
朝
参

行
立
条
に
お
け
る
官
人
序
列
を
検
討
、
続
紀
以
下
の

国
史
に
お
け
る
宜
人
序
列
に
よ
り
検
証
し
て
い
る
。

「
宮
人
考
叙
法
の
一
考
察
」
　
（
野
村
忠
夫
）
は
、
慶

雲
三
年
格
制
ど
大
鷺
令
制
の
宮
人
考
叙
法
を
対
比
、

結
階
法
の
あ
り
方
と
施
行
状
況
を
考
察
し
て
い
る
。

「
散
位
の
研
究
」
　
（
田
田
英
雄
）
は
、
大
宝
令
前
後

の
欝
位
制
、
散
位
に
関
す
る
種
々
の
問
題
を
と
り
あ
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介紹

げ
、
海
鼠
銭
、
写
経
所
等
に
ふ
れ
て
い
る
。

「
上
下
応
分
条
の
成
立
」
み
井
上
辰
雄
）
は
、
大
宝
・

養
老
令
の
規
定
を
比
較
、
当
時
の
実
情
と
関
逃
付
け
、

立
法
事
た
る
皇
室
・
藤
原
氏
の
立
場
を
述
べ
て
い

る
。

「
『
例
』
の
研
究
」
（
虎
尾
俊
哉
）
は
、
例
を
奈
良
初

期
に
編
纂
さ
れ
た
式
的
細
則
集
と
し
、
半
々
の
規
定

ば
大
宝
令
の
制
定
・
施
行
の
初
期
に
治
定
さ
れ
た
と

す
る
。「

律
令
に
お
け
る
雑
篠
…
の
規
定
と
そ
の
解
釈
扁
　
（
吉

田
孝
）
は
、
賦
役
令
集
解
雑
貸
馬
か
ら
遡
及
、
大
宝

律
令
・
浄
御
器
令
に
お
け
る
雑
篠
の
性
格
を
考
え
て

い
る
。

「
天
平
六
年
出
雲
国
議
会
津
の
研
究
」
（
早
川
庄
八
）

は
、
同
帳
を
符
部
・
置
物
・
解
部
に
分
ち
、
文
書
の
．

受
授
・
送
達
受
歌
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

「
和
泉
監
正
税
帳
の
復
原
を
め
ぐ
っ
て
」
（
井
上
薫
）

は
、
鞍
掛
の
欠
失
詑
載
を
復
原
、
他
の
正
税
帳
と
比

較
し
つ
つ
、
そ
の
特
色
を
述
べ
て
い
る
。

「
戊
申
年
に
つ
い
て
」
　
（
下
川
逸
雄
）
は
、
続
紀
神

護
景
雲
元
年
十
一
月
壬
寅
条
に
見
え
る
戊
申
年
に
つ

い
て
、
諸
説
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
条
里
制
施
行
の
一
形
態
」
　
（
栗
原
治
夫
）
は
、
伊

賀
国
側
拝
郡
の
条
黒
を
復
原
、
条
里
制
の
起
源
に
つ

い
て
考
察
し
て
い
る
。

「
律
令
制
村
落
社
会
の
構
造
に
関
す
る
諸
問
題
」
（
宮

本
救
）
は
、
美
濃
国
戸
籍
に
よ
っ
て
、
階
層
構
威
を

中
心
に
村
落
社
会
構
造
を
検
討
し
て
い
る
。

「
平
安
初
期
に
お
け
る
用
水
統
制
」
　
（
亀
田
隆
之
）

は
、
公
水
主
義
に
つ
い
て
能
文
を
検
討
、
天
長
期
を

中
心
と
す
る
公
水
制
の
崩
壌
と
そ
の
原
悶
を
述
べ
て

い
る
。

「
仁
和
二
年
の
内
宴
」
　
（
弥
永
頁
三
）
は
、
菅
原
道

真
の
讃
岐
守
左
遷
の
背
景
と
し
て
、
光
孝
朝
の
人
事

移
動
、
王
族
・
藤
原
氏
・
文
人
派
の
関
係
を
述
べ
て

い
る
。

門
上
卿
に
つ
い
て
」
　
（
土
田
藏
鎮
）
は
、
上
卿
の
語

義
・
行
事
、
窟
符
・
窟
宣
旨
を
宣
下
し
た
上
卿
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
。

　
「
平
安
前
期
の
左
右
近
徳
…
府
に
関
す
る
考
察
」
（
笹

山
晴
生
）
は
、
近
衛
府
の
軍
事
・
警
察
機
能
の
衰
退
、

上
級
官
人
と
摂
関
政
治
と
の
密
接
化
を
蝋
述
べ
て
い

る
。
　
「
知
行
国
制
の
起
源
扁
　
（
時
野
谷
滋
）
は
、
知

行
国
制
の
起
源
を
御
分
圏
制
に
求
め
、
そ
れ
が
宇
多

法
皇
の
料
国
制
に
お
い
て
成
立
し
、
謝
恩
化
し
た
と

し
て
い
る
。

「
勧
修
等
流
藤
原
氏
の
形
成
と
そ
の
性
格
」
　
（
橋
本

義
彦
）
は
、
古
代
末
期
中
流
貴
族
勧
修
寺
流
に
つ
い

て
、
門
流
の
形
成
、
実
務
密
僚
の
爾
を
考
察
し
て
い

る
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
下
巻
）

　
畑
違
い
の
私
に
は
、
本
書
の
紹
介
は
勉
強
に
は
な

っ
た
が
、
紙
数
の
僅
少
も
あ
っ
て
意
を
悉
さ
ず
、
執
筆

者
の
真
意
を
十
分
に
債
え
て
い
な
い
の
を
恐
れ
る
。

何
人
か
の
執
筆
巻
が
、
講
義
・
卒
論
・
研
究
会
を
通

じ
て
影
面
の
教
を
受
け
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
の

は
、
本
釜
の
性
格
上
不
思
議
で
は
な
い
が
、
こ
れ
が

単
に
常
套
語
で
な
い
こ
と
は
、
本
書
を
一
読
す
れ
ば

明
ら
か
で
あ
り
、
　
本
書
の
内
容
は
、
　
諸
論
著
や
口

億
て
に
よ
っ
て
承
っ
て
い
る
博
士
の
学
風
と
一
致
し

て
い
る
。
執
筆
者
の
個
性
の
差
こ
そ
あ
れ
、
本
書
を

一
貫
す
る
の
は
博
士
の
周
劉
・
着
突
の
学
風
の
継
承

・
発
展
で
あ
り
、
時
に
出
藍
の
感
あ
り
と
い
っ
て

も
、
博
士
や
門
下
の
人
々
に
穿
礼
に
は
当
る
ま
い
。

博
士
が
指
導
さ
れ
た
戦
後
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学

は
、
た
だ
な
ら
ぬ
風
雲
に
遭
遇
し
、
そ
れ
を
克
服
し

て
今
臼
の
繁
栄
を
見
て
い
る
が
、
そ
れ
を
可
能
な
ら

し
め
た
の
は
、
そ
の
厳
し
い
・
蒸
祉
的
態
度
で
あ
ろ

う
。
本
書
の
論
稿
は
、
多
く
歴
史
研
究
の
大
前
提
た

る
史
実
の
確
定
を
第
一
と
し
、
文
献
学
的
、
制
度
史

的
研
究
が
中
核
と
な
り
、
時
に
は
訓
誰
の
煩
も
な
し

と
は
い
え
な
い
。
こ
の
研
究
法
に
は
、
当
今
若
干
の

批
判
も
見
ら
れ
る
が
、
執
筆
巻
各
位
も
単
に
鰯
度
史
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な
究
極
の
匿
附
と
ば
艦
ず
鳩
よ
り
大
き
な
構
想
を
旧

い
て
お
ら
れ
よ
う
し
、
か
か
る
基
礎
的
作
業
を
無

視
し
て
砂
上
に
楼
閣
を
築
く
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

博
士
の
学
風
・
学
派
の
発
展
を
寿
ぎ
、
さ
ら
に
執
筆

者
と
周
様
に
博
士
の
御
話
康
を
祈
り
つ
つ
、
筆
を
欄

く
。
　
（
昭
和
三
十
七
年
九
月
　
吉
川
弘
文
館
刊
　
A

　
5
例
刊
　
　
上
巻
山
盛
一
二
｝
貝
　
　
一
山
ハ
○
○
円
　
　
下
巻
七

　
＝
一
買
　
　
｛
九
〇
〇
円
）
　
　
　
（
上
横
手
雅
敬
）

宮
内
庁
書
陵
部
編

　
図
書
寮
叢
刊
政
基
公
課
引
付

　
私
は
ま
ず
こ
の
史
料
を
読
ん
で
、
私
が
今
ま
で
に

見
た
隈
ら
れ
た
中
世
の
日
剛
誕
の
な
か
で
、
こ
れ
ほ
ど

藤
白
い
座
業
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
、
そ

し
て
現
地
を
踏
査
し
た
い
と
い
う
衝
動
を
と
め
る
こ

と
は
出
来
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
二
四
に
わ
た
り
現
地

踏
査
を
行
な
っ
た
。
昨
年
の
初
秋
の
こ
と
で
あ
る
。

第
一
日
誌
は
日
根
野
に
慈
眼
院
を
た
ず
ね
て
古
文
書

・
古
地
函
を
舞
湿
し
、
今
は
な
い
無
辺
光
院
の
堤
を

探
り
、
そ
れ
か
ら
土
丸
城
岨
．
を
左
に
仰
ぎ
な
が
ら
、

大
木
の
谷
に
入
る
。
そ
し
て
会
う
人
ご
と
に
九
条
致

蓋
が
起
屠
し
て
い
た
長
福
寺
を
尋
ね
た
が
知
る
人
は

な
い
。
中
大
木
の
禅
寺
名
徳
寺
の
門
を
た
た
き
、
ま

た
古
老
の
教
を
え
て
、
長
福
寺
と
い
う
地
名
が
僅
が

に
残
る
承
応
の
畦
に
立
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
入
山
田
村

の
入
口
に
楽
る
。
文
亀
三
年
七
月
、
干
魑
の
た
め
飲

料
水
尽
ぎ
た
村
落
民
が
、
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
た
水

を
求
め
て
押
し
か
け
た
長
福
穿
の
井
戸
も
な
い
。
下

瓦
が
鵬
る
と
い
う
。
そ
の
水
田
の
上
に
円
満
寺
が
あ

り
、
今
は
老
人
達
の
寄
合
噺
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
入

山
田
村
四
ケ
村
の
鎮
守
滝
宮
に
詣
る
。
今
は
延
喜
式

神
明
帳
に
も
記
載
の
あ
る
火
走
神
社
が
社
名
で
あ

る
。
第
二
日
足
は
、
政
基
が
「
し
ら
ひ
け
を
つ
た
み

て
落
る
我
あ
せ
や
、
七
の
宝
の
滝
の
い
と
す
ら
漏
と

詠
ん
だ
犬
鳴
山
七
宝
滝
寺
に
古
蹟
を
探
る
。

　
こ
の
よ
う
な
現
地
踏
査
を
経
て
、
再
び
こ
の
日
寵

を
読
ん
だ
が
、
そ
の
時
は
も
う
こ
の
日
記
か
ら
颪
白

さ
が
消
え
て
、
自
然
の
大
き
さ
強
固
さ
と
、
人
閥
歴

史
の
き
び
し
さ
が
残
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
　
「
政
基
公

旅
覗
付
」
は
そ
の
よ
う
な
内
容
の
臼
記
で
あ
る
。

　
一
婦
照
閃
白
・
准
一
二
宮
九
条
政
基
が
撫
W
を
は
な
れ
、
　
六

十
才
に
及
ぶ
老
骨
に
む
ち
う
っ
て
家
領
を
護
る
た
め

に
こ
の
出
村
に
四
年
聞
住
む
こ
と
の
異
常
さ
を
軸
と

し
て
、
父
政
基
に
「
今
日
申
三
女
子
胤
生
、
旅
所
為

躰
習
事
省
略
、
今
之
折
節
尤
無
益
出
生
也
、
口
遊
殊

有
隙
、
可
恥
此
節
」
と
い
わ
れ
な
が
ら
生
を
う
け
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
女
子
の
異
常
さ
や
、
愚
は
離
別

し
、
父
も
盗
犯
の
雛
に
よ
り
政
基
の
断
罪
を
う
け
、

残
さ
れ
た
　
四
才
、
六
才
、
二
才
の
農
夫
血
塗
正
円

の
三
人
の
子
供
が
、
孤
独
と
餓
餓
の
た
め
山
野
を
泣

き
歩
く
異
常
さ
、
守
護
方
の
捕
虜
と
な
っ
た
百
姓
か

ら
、
　
「
ど
う
か
守
護
方
の
命
令
を
う
け
入
れ
て
わ
れ

わ
れ
が
助
命
さ
れ
る
よ
う
計
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
手

紙
を
う
け
と
っ
た
村
斑
が
「
政
基
公
が
そ
れ
を
許
さ

な
い
限
り
、
我
々
の
カ
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。

捕
わ
れ
た
も
の
は
身
の
不
運
と
諦
め
、
村
中
の
も
の

を
怨
ま
な
い
で
ほ
し
い
」
と
瞳
に
村
の
た
め
に
死
ね

と
返
事
し
、
事
実
そ
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う
村
落
生

活
の
異
常
さ
が
、
め
ぐ
り
に
め
ぐ
っ
て
い
る
守
護
・

国
人
・
農
民
・
根
来
衆
・
野
伏
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
個
々

に
ぎ
り
ぎ
り
に
生
き
る
異
状
さ
の
な
か
で
、
決
定
的

に
対
立
し
、
い
つ
し
か
新
し
い
歴
史
を
生
ん
で
ゆ
く

流
れ
を
、
政
基
は
自
か
ら
い
み
じ
く
も
「
旅
引
付
」

と
題
し
て
草
し
て
い
る
が
、
ま
こ
と
に
王
朝
貴
族
の

最
後
の
旅
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
の
も
の
で
あ
る
。

　
政
基
公
を
し
て
京
都
の
能
も
及
ば
な
い
と
賛
歎
ぜ

し
め
た
農
民
の
念
仏
風
流
、
紺
灰
生
産
と
そ
の
商
品

化
、
佐
野
市
場
と
市
場
商
人
、
近
郷
の
農
民
の
関
係
、

水
利
な
ど
多
彩
な
内
容
を
含
ん
で
い
て
、
戦
国
疇
代

に
お
け
る
文
化
史
：
商
業
史
さ
ら
に
は
社
会
経
済
史

な
ど
の
貴
重
な
史
料
を
盛
り
こ
ん
で
い
る
。
こ
の
部

156 （！56），


